







          ささやまよしひろ 
氏 名           笹 山 淑 弘 
研究科，専攻の名称 東北大学大学院工学研究科（博士課程）技術社会システム専攻 
学 位 論 文 題 目          ネットワーク化に寄与するファシリテータの資質について                     
   ―異なる組織での業務体験・異なる組織への帰属経験の視点から― 
論 文 審 査 委 員          主査 東北大学教授 高橋  信   東北大学教授 須川 成利 




































































































をこなすTechnology orchestration function という統体的な機能を基盤にソーシャル・キャピタルを形成し、ネ
ットワーク化を促進する触媒の機能を有していたことが認められた。ここに、Technology orchestration function
という機能を仲介人に付与する1つの解が、仲介人の「異なる組織での業務体験・過去の異なる組織への帰属経
験」が惹起する、『自らのシフト・非公開情報へのアクセス・技術の目利き』という資質であることを示唆した。 
 
 
さらに、『自らのシフト・非公開情報へのアクセス・技術の目利き』という資質が、「場」の規模によらず惹起
されたことは、場のマネジメントに関する種々の先行研究において十分議論されてこなかった新たな発見事項で
ある。そして、惹起された資質を「場」で活用することで、多様な主体間にある構造的空隙を埋め､情報の共有を
促し､緊密な相互作用を可能にすることを示したことは、本研究の成果の1つである。 
ここに、「異なる組織での業務体験・過去の異なる組織への帰属経験」が惹起する『自らのシフト・非公開情報
へのアクセス・技術の目利き』という資質を有するファシリテータが、コミュニケーション・ネットワーク構築・
拡大に寄与することを明らかにしたことは、ネットワーキングの議論における解の1つを示唆したと指摘できる。 
コミュニケーション・ネットワーク構築におけるファシリテータの機能 
